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研究分野：農学 
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１． 研究計画の概要 

アメリカシロヒトリは北米原産種である
が、アジアとヨーロッパに侵入し、そこで新
しい生活史適応を示している。また、原産地
では季節的な隔離による種分化を強く示唆
する同胞種が存在する。地球温暖化の影響と、
種間関係が、種の存在様式にどのような影響
を与えるかというモデル系として、また侵入
害虫の進展地での適応のモデルとして、この
虫の生活史形質の空間的・時間的な変化をた
どることは極めて興味深い。 

 
 
２． 研究の進捗状況 

状況北米のアメリカシロヒトリ個体群を
ワシントン、オレゴン、アイダホ、テキサス、
ルイジアナ、ミシシッピ、カンザス、ミズー
リ、アーカンソーより採集、実験室内で飼育
調査を行った。２年目に、病気が発生し、採
集した個体群を全て失ったが、分子系統的な
データ、交配、休眠深度の違いなどで重要な
データを得た。特に、西海岸に棲息している
いわゆるマダラ型は、おおむね生物学的な特
性は黒頭型と赤頭型の中間になるが、系統的
には赤頭型に近い。赤頭型と黒頭型の共存す
るアメリカ東部で、両者の間に見られる生活
史の分離は、両型の休眠深度の差によって実
現されるが、赤頭型とマダラ型の間で、休眠
深度を比較すると、明らかに赤頭型のほうが
深い。これは、赤頭型と黒頭型の間に競争は
維持のための形質置換が起こっている証拠
である。また、黒頭型とマダラ型の間におけ
る交雑の結果、羽化のパターンに雄と雌の間
に見られるズレが同型缶の交雑よりいっそ
う強調されている傾向がみられた。現在まで

に確認されている生殖隔離機構は皆時間的
のもので、それは季節的な隔離、羽化時間の
違いが含まれるが、雄と雌の羽化がずれると
いうのもまた生殖隔離につながるもので意
味があると考えられる。材料の消失によって、
こうした時間的な隔離機構の解明の根幹に
なる時計遺伝子の解析が遅れているが、黒頭
型および赤頭型種の時間的なｃＤＮＡライ
ブラリーを確立した。 
 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
材料は１年に１度しか採集できないので、

２年目の材料に病気が発生し、１年目の材料
ともどもなくなってしまったため、これが予
定をおくらせたが、現在３年目の材料でこの
遅れを回復しつつある。今年の材料とあわせ
て、予定した実験からおおむね予想通りのデ
ータを得ている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 北米産個体群の生活史形質の解析の基本
的なデータをほぼ取り終わりつつある。時計
遺伝子を早急にクローニングすることで、最
後の年の総括が出来るように現在仕事を進
めている。 
日本産二化個体群の三化型への転換は温暖
化によって確実に進行していることを臨界
日長の変化と現地の調査で確認した。北米で
も同じような変化が進行しているかどうか
については、２年目のサンプリングを病気で
失ったため調査できなかったが、本年再度サ
ンプリングする予定である。 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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